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技術内容の紹介

• 植物細胞内の成分の変性を防ぐための溶
液を吸収させる。

• 植物細胞内の構造を補強するための前処
理をほどこす。

• 低温状態で真空乾燥する。

自然な色・香り・感触を保持した

乾燥植物体



従来技術とその問題点

• 従来の乾燥植物（自然乾燥、乾燥剤、凍結
乾燥）は元の植物の色、香り、感触を保持
できない。

• 触った感触も生きた花や植物に近く、近年
普及しているプリザーブドフラワーは、自然
の植物を材料としているが、色・香りは人工
的に付加したものであり、自然状態とは異
なる。



新技術の特徴

• 植物本来の自然の営みを参考に、

細胞構造観察法から生まれた技術。

• 植物本来の色･香り・感触を保持。



＜背 景＞

生花の寿命を延ばすための従来法

（１） 押し花

（２） ドライフラワー

（３） プリザーブドフラワー

いずれも生花本来の色、香り、感触には

ほど遠い



ヒャクニチソウの花
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ムラサキツユクサおしべの毛

直接ＳＥＭ観察

観察後も活発な
原形質流動

（ＪＥＭＴ,１９８５）

凍結前低温で観察



細胞構造保持溶液中で急速凍結したシアノバクテリア



想定される用途

• 装飾品、アクセサリー、インテリア、観賞
植物などに活用することができ、植物本
来の自然な色、香り、感触を長期間楽し
むことができる。

イメージ図



想定される業界

• 想定されるユーザー

装飾品、アクセサリー、インテリア、観賞

植物として、きわめて幅広い用途が期待
できる。

• 想定される市場規模

アイデア次第で用途を広げることが可能で

ある。（年間数億円の市場も可能？）



実用化に向けた課題

• 現在、特定の植物については、より自然
状態に近い、植物本来の色、香り、感触
を保持することが可能。

• 今後、適用可能な植物の範囲を広げそ
れぞれの植物に最適な条件を検討して
いく予定。



企業への期待

• 本技術の導入により植物の利用範囲が
格段と広がると考えられる。本技術を活
用するアイデアを有する企業と共同で対
象植物について条件検討を行いたい。

• さらに、本技術を事業化して頂ける企業
を募集中である。
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